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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の複数の基地局から順方向リンク信号の品質をタイムスロットごとに測定し、
　タイムスロットごとに測定された順方向リンク信号の品質が特定の基準を満たすときに
、タイムスロットごとに最高の測定された順方向リンク信号品質を有する１つの基地局か
ら移動局に送信する、
　タイムスロットごとに最高の測定された順方向リンク信号品質が特定の基準を満たさな
いときに、タイムスロットごとにソフトハンドオフで１以上の基地局から移動局に送信す
る、
ことを備える１以上の複数の基地局から移動局へのタイムスロットごとの高速データ伝送
のための方法。
【請求項２】
　前記各順方向リンク信号の品質が、受信された信号対雑音および干渉比（Ｃ／Ｉ）によ
って決定される請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記基準が最小データ転送速度に対応する最小Ｃ／Ｉを含む請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記基準が最小Ｃ／Ｉを必要とするサービスの保証を含む請求項２記載の方法。
【請求項５】
　前記基準がさらにシステム負荷の基準を含む請求項３記載の方法。
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【請求項６】
　前記各順方向リンク信号の品質が持続可能なデータ転送速度によって決定される請求項
１記載の方法。
【請求項７】
　前記基準が最小データ転送速度を含む請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記基準が最小データ転送速度を必要とするサービスの保証を含む請求項６記載の方法
。
【請求項９】
　前記基準がデータスループットの統計的な基準を含む請求項６記載の方法。
【請求項１０】
　前記データスループットの統計的な基準が特定の時間分での平均スループットである請
求項９記載の方法。
【請求項１１】
　前記基準がシステム負荷の基準をさらに含む請求項７記載の方法。
【請求項１２】
タイムスロットごとに測定された順方向リンク信号の品質が特定の基準を満たすときに、
タイムスロットごとに最高の測定された順方向リンク信号の品質を有するセクタから移動
局に送信し、
　タイムスロットごとに最高の測定された順方向リンク信号の品質が特定の基準を満たさ
ないときには、タイムスロットごとにソフトハンドオフで１つ以上のセクタから移動局に
送信する、
　ことを備える1以上のセクタに分けられた基地局から移動局へのタイムスロットごとの
高速データ伝送のための方法。
【請求項１３】
　高い方の閾値が、現在アクティブセット内にあるセクタからの順方向リンク信号の品質
に最小の最低限の改善要因を追加することにより決定される請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　低い方の閾値が、現在アクティブセット内にあるセクタからの順方向リンク信号の品質
に最小の最低限の改善要因を追加することにより決定される請求項１２記載の方法。
【請求項１５】
　そのセクタからの順方向リンク信号が削除閾値に該当するときにアクティブセットから
セクタを削除することをさらに備える請求項１２記載の方法。
【請求項１６】
　１つの基地局からの複数のセクタがアクティブセット内にあるときに削除閾値が低い方
の閾値であり、セクタがアクティブセット内のその基地局の唯一のセクタであるときに削
除閾値が高い方の閾値である請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　１つまたは複数の基地局からの順方向リンク信号の品質をタイムスロットごとに測定し
、
　１つまたは複数の基地局からの順方向リンク信号の前記測定された品質に従って１つの
基地局をタイムスロットごとに選択し、
　選択された基地局の順方向リンク信号の前記測定された品質が基準を満たすときに、
　　選択された基地局にデータ要求メッセージを送信し、
　　選択された基地局からの順方向リンク信号の前記測定された品質による速度で選択さ
れた基地局から移動局にデータを送信し、
　　選択された基地局からの順方向リンク信号の前記測定された品質が基準を満たさない
ときに、
　　第１の選択された基地局と追加の１つまたは複数の基地局の順方向リンク信号の結合
された品質が基準を満たすように、１つまたは複数の追加の基地局をタイムスロットごと
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に選択し、
　　選択された基地局と追加の基地局からの順方向リンク信号の結合された品質による速
度で、選択された基地局と追加の１つまたは複数の基地局から移動局にデータを送信する
、
ことを備える、１つまたは複数の基地局から移動局への高速データ伝送のための方法。
【請求項１８】
　前記各順方向リンク信号の品質が、受信された信号対雑音及び干渉比（Ｃ／Ｉ）によっ
て決定される請求項１７記載の方法。
【請求項１９】
　前記基準が最小持続可能データ転送速度に対応するＣ／Ｉである請求項１８記載の方法
。
【請求項２０】
　それぞれのパイロット及び順方向トラヒックチャネルを備えるそれぞれのコードチャネ
ルを送信する複数の基地局と、
　　パイロットのそれぞれの信号の品質をタイムスロットごとに測定するダイバシティ受
信機と、
　　信号品質基準を作成し、１つの基地局のパイロットの前記品質が該基準に等しい、ま
たは該基準を超えるときに、そのそれぞれの順方向トラヒックチャネルでデータをタイム
スロットごとに送信するように基地局の１つに命令するメッセージを作成し、
　　基地局のいずれかの単一のパイロットの前記品質が該基準に等しくないあるいは該基
準を超えないときに、それらのそれぞれの順方向トラヒックチャネルで同時にデータをタ
イムスロットごとに送信するように複数の基地局に命令するメッセージを作成するプロセ
ッサと、
　　複数の基地局を介してシステムコントローラにメッセージを送信する送信機と、
を備えるそのアクティブセットに割り当てられる複数の基地局を有する１つの移動局と、
　複数の基地局にコミュニカティブに接続され、移動局のアクティブセット内に含まれる
それらの基地局の中で移動局の順方向トラヒックデータのデータ待ち行列を維持するシス
テムコントローラと、
を備える通信システムであって、
　該１つの基地局が、そのそれぞれの順方向トラヒックチャネルでそのデータ待ち行列か
らデータを送信するように該１つの基地局に命令するメッセージを受信し、メッセージに
応えて送信し、
　システムコントローラが、複数の基地局にそれらのそれぞれの順方向トラヒックチャネ
ルで同時にデータを送信するように命令するメッセージを受信し、それぞれの基地局に相
応して命令する、
ことを備える通信システム。
【請求項２１】
　基地局コントローラに通信可能に接続される複数の基地局と通信する移動局であって、
　パイロットのそれぞれの信号品質をタイムスロットごとに測定するように構成されるダ
イバシティ受信機と、
　信号品質基準を作成し、１つの基地局のパイロットの前記品質が該基準に等しい、また
は該基準を上回るときに、そのそれぞれの順方向トラヒックチャネルでデータをタイムス
ロットごとに送信するように基地局の１つに命令するメッセージを作成し、基地局のいず
れかの単一のパイロットの前記品質が該基準に等しくない、あるいは該基準を上回らない
ときに、それらのそれぞれの順方向トラヒックチャネルでデータを同時にタイムスロット
ごとに送信するように２以上の基地局に命令するメッセージを作成するように構成された
プロセッサと、
　複数の基地局を介してシステムコントローラにメッセージを送信するように構成された
送信機と、
を備える移動局。
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【発明の詳細な説明】
【技術内容】
【０００１】
　本発明は概してデータ通信に関し、さらに具体的には、複数のハンドオフ基準を利用す
る通信システムのための新規かつ改善された方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムは、音声、データ等多様な種類の通信を提供するために幅広く展開さ
れている。これらのシステムは符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭ
Ａ）、または他のなんらかの変調技法に基づいてよい。ＣＤＭＡシステムは、システム容
量の増加を含む他の種類のシステムに優る特定の利点を提供する。
【０００３】
　ＣＤＭＡシステムは、（１）「ＴＩＡ／ＥＩＡ－９５－Ｂ二重モード広帯域スペクトル
拡散セルラーシステムのための移動局－基地局互換性規格（TIA/EIA-95-B Mobile Statio
n-Base Station Compatibility Standard for Dual-Mode Wideband Spread Spectrum Cel
lular System）」（ＩＳ－９５規格）、（２）「ＴＩＡ／ＥＩＡ－９８－Ｃ二重モード広
帯域スペクトル拡散セルラー移動局のための推奨最小規格（TIA/EIA-98-C Recommended M
inimum Standard for Dual-Mode Wideband Spread Spectrum Cellular Mobile Station）
」（ＩＳ－９８規格）、（３）「第３世代パートナーシッププロジェクト」（3rd Genera
tion Partnership Project）（３ＧＰＰ）と名付けられたコンソーシアムによって提供さ
れ、文書番号３Ｇ　ＴＳ　２５．２１１、３Ｇ　ＴＳ　２５．２１２、３Ｇ　ＴＳ　２５
．２１３及び３Ｇ　ＴＳ　２５．２１４（Ｗ－ＣＤＭＡ規格）を含む一式の文書に具体化
される規格、（４）「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と名付
けられたコンソーシアムによって提供され、「ＴＲ－４５．５　ｃｄｍａ２０００スペク
トル拡散システムのための物理層規格（TR-45.5 Physical Layer Standard for cdma2000
 Spread Spectrum Systems）」、「Ｃ．Ｓ０００５－Ａ　ｃｄｍａ２０００スペクトル拡
散システムのための上層（第３層）シグナリング規格（C.S0005-A Upper Layer (Layer 3
) Signaling Standard for cdma2000 Spread Spectrum Systems）」、及び「Ｃ．Ｓ００
２４　ｃｄｍａ２０００高速パケットデータエアインタフェース仕様（C.S0024 cdma2000
 High Rate Packet Data Air Interface Specification）」（ｃｄｍａ２０００規格）を
含む一式の文書に具体化される規格、及び（５）他のいくつかの規格などの１つまたは複
数のＣＤＭＡ規格をサポートするように設計されてよい。これらの指定された規格は参照
してここに組み込まれる。ｃｄｍａ２０００規格の高速パケットデータ仕様を実現するシ
ステムは、ここでは高速データ転送速度（ＨＤＲ）システムと呼ばれる。ＨＤＲシステム
は、ＴＩＡ／ＥＩＡ－ＩＳ－８５６「ＣＤＭＡ２０００高速パケットデータエアインタフ
ェース仕様（CDMA2000 High Rate Packet Data Air Interface Specification）」に文書
化され、参照してここに組み込まれる。提案されている無線システムはＨＤＲと単一エア
インタフェースを使用する（音声サービス及びファックスサービスなどの）低データ転送
速度サービスの組み合わせも提供する。
【０００４】
　無線データ用途に対する増大する需要を考慮すると、非常に効率的な無線データ通信シ
ステムに対するニーズはますます重要になってきている。音声サービスとデータサービス
には多くの相違点がある。音声サービスとデータサービスの１つの重要な相違点とは、前
者が厳しく且つ固定された遅延要件を課すという事実である。通常、音声フレームの全体
的な一方向の遅延は１００ｍｓｅｃ未満でなければならない。対照的に、データ遅延は、
データ通信システムの効率を最適化するために使用される可変パラメータである場合があ
る。具体的には、音声サービスが耐えることのできる遅延よりはるかに大きな遅延を必要
とするより効率的なエラー補正コーディング技法が活用できる。データのための例示的な
効率的なコーディング方式は、本発明の譲受人に譲渡され、参照してここに組み込まれる
１９９６年１１月６日に提出された「畳み込み符号化されたコードワードを符号化するた
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めのソフト決定出力デコーダ（SOFT DECISION OUTPUT DECODER FOR DECODING CONVOLUTIO
NALLY ENCODED CODEWORDS）」と題される米国特許出願番号第０８／７４３，６８８号に
開示されている。
【０００５】
　音声サービスとデータサービスの第２の重要な相違点は、前者がすべてのユーザに対し
て固定された共通のサービス程度（ＧＯＳ）を必要とするという点である。通常、音声サ
ービスを提供するデジタルシステムの場合、これはすべてのユーザに対する固定された等
しい伝送速度と、音声フレームの誤り率に対する最大許容値に形を変える。対照的に、デ
ータサービスの場合、ＧＯＳはユーザごとに異なる可能性があり、データ通信システムの
全体的な効率を上げるために最適化されるパラメータである場合がある。一人のユーザに
とってのデータ通信システムのＧＯＳは、通常、これ以降データパケットと呼ばれる所定
のデータ量の転送で被る総遅延として定義される。
【０００６】
　音声サービスとデータサービスの第３の重要な相違点は、前者が、例示的なＣＤＭＡ通
信システムではソフトハンドオフによって提供される信頼できる通信リンクを必要とする
という点である。ソフトハンドオフの結果、信頼性を高めるために２つまたは３つ以上の
基地局からの冗長な伝送が生じる。多岐に渡るソフトハンドオフ技法が技術で周知であり
、特定の技法が以下に詳説される。データは高速で送信されるため、システム容量に対す
るソフトハンドオフの影響は深刻である。加えて、間違って受信されたパケットを再送す
ることができる。データサービスの場合、ソフトハンドオフをサポートするために使用さ
れる送信電力は、多くの場合、追加データを送信するためにより効率的に使用できる。ソ
フトハンドオフを利用する例示的なシステムは、本発明の譲受人に譲渡され、本願に引用
して援用する１９９１年１０月８日に発行された、「ＣＤＭＡセルラー移動電話システム
における伝送電力を制御する方法及び装置（Method and Apparatus for Controlling Tra
nsmission Power in a CDMA Cellular Mobile Telephone System）」と題される米国特許
第５，０５６，１０９号に開示されている。
【０００７】
　データ通信システムの品質と効果を測定する最も重要なパラメータは、データパケット
を転送するために必要とされる伝送遅延、及びシステムの平均スループット率である。伝
送遅延は、データ通信においては、それが音声通信に対して与えるのと同じ影響を与えな
いが、それはデータ通信システムの品質を測定するための重要な測定基準である。平均ス
ループット率は、通信システムのデータ伝送機能の効率の基準である。特定のユーザに対
するデータサービスの質と効果を測定する上で関与する要因は、そのユーザに許可された
アクセスの頻度だけではなく、そのユーザが通信チャネルにアクセスしている間のユーザ
に対する最大スループット率または最小スループット率も含む。これらの要因は、特定の
ＧＯＳをユーザに提供する上で関連している。
【０００８】
　ＣＤＭＡシステムにおいては、指定されたユーザの信号対雑音及び干渉比（signal-to-
noise-and-interference ratio）（Ｃ／Ｉ）はカバレージエリア内のユーザのロケーショ
ンの関数である。指定されたユーザの移動局が基地局からある特定のリンクで達成するＣ
／Ｉが、そのリンクがサポートできる情報速度を決定する。伝送に使用される特定の変調
とエラー補正方法を考慮すると、指定されたレベルの性能はＣ／Ｉの対応するレベルで達
成される。指定されるユーザによって達成されるＣ／Ｉは、地上セルラーシステムの場合
ｒ３からｒ５へのように増加する経路損失の係数であり、この場合ｒは放射ソースまでの
距離である。さらに、経路損失は、電磁波の経路の中の人工的な障害物または自然の障害
物のための無作為な変動を受ける。移動局が、受信される最大Ｃ／Ｉ値という点で定義さ
れる最良の基地局によってサービスを提供されるときに最適性能が発生する。
【０００９】
　ＨＤＲシステムに類似するシステムは、本発明の譲受人に譲渡され、参照してここに組
み込まれる１９９７年１１月３日に提出された「さらに高速のパケットデータ伝送のため
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の方法及び装置（METHOD AND APPARATUS FOR HIGHER RATE PACKET DATA TRANSMISSION）
」と題される同時係属米国特許出願番号第０８／９６３，３８６号（これ以降「３８６号
出願」）に開示されている。これらのようなシステムにおいては、データ通信と音声通信
を区別する前述された特性は効率的な高速無線データ転送を提供するために利用される。
これらのシステムは以下のように要約される。
【００１０】
　各移動局は１つまたは複数の基地局と通信し、基地局との通信期間中制御チャネルを監
視する。制御チャネルは、少量のデータ、ある特定の移動局にアドレス指定されたページ
ングメッセージ、及び全移動局に対する一斉送信メッセージを送信するために基地局によ
って使用される。ページングメッセージは、基地局が移動局に送信するデータがあること
を移動局に知らせる。
【００１１】
　１つまたは複数の基地局からページングメッセージを受信すると、移動局は順方向リン
ク信号（例えば、順方向リンクパイロット信号）の信号対雑音及び干渉比（Ｃ／Ｉ）を測
定し、Ｃ／Ｉ測定値を使用して最良の基地局を選択する。Ｃ／Ｉは、パイロット信号、放
送チャネル、または基地局からの既知の信号を測定するなどの多岐に渡る既知の技法を使
用して移動局で測定できる。各タイムスロットで、移動局は専用データ要求（ＤＲＣ）チ
ャネル上で選択された基地局に向けて、測定されたＣ／Ｉが確実にサポートできる最高の
データ転送速度で伝送要求を送信する。選択された基地局は、ＤＲＣチャネル上で移動局
によって要求されたデータ転送速度を上回らないデータ転送速度で、データパケットでデ
ータを送信する。最良の基地局からタイムスロットごとに送信することによって、改善さ
れたスループットと伝送遅延が達成される。
【００１２】
　選択された基地局は、移動局によって要求されたデータ転送速度で、移動局に対し、１
つまたは複数のタイムスロットの期間中ピーク送信電力で送信する。ＩＳ－９５などのＣ
ＤＭＡ音声通信システムにおいては、基地局は使用量の変動を説明するために使用可能な
送信電力から所定のバックオフ（ｂａｃｋ－ｏｆｆ）（例えば３ｄＢ）で動作する。した
がって、平均送信電力は総使用可能電力の半分である。しかしながら、ＨＤＲのようなシ
ステム及び第’３８６号出願に説明されるシステムのようなデータシステムにおいては、
データ伝送は事前に予定され、使用可能なピーク送信電力を下げる（ｂａｃｋ－ｏｆｆ　
ｆｒｏｍ）ことは必要ではない。
【００１３】
　タイムスロットごとに異なる基地局から送信する能力によって、このようなデータ通信
システムは操作環境の変化に素早く適応できる。加えて、データパケットを非連続タイム
スロット上で送信する能力は、１つのデータパケットの中で複数のデータユニットを識別
するために連続番号を使用することによって可能になる。しかしながら、多くの場合基地
局は自主的に速度を選択し、他の基地局は多くの場合ＤＲＣを読み取ることができず、し
たがって他の基地局はどのくらいの量のデータが指定スロットで送信されるのかを知らな
いため、これを達成すると複雑さが生じる。多くの場合、このタスクは（さらに詳しく後
述される）ＡＣＫとＮＡＣＫを介して実施されなければならない。連続番号（つまりパケ
ットＩＤ）を送信することに加え、ＩＤ、さらに速度を送達する必要がある場合がある。
復路では、基地局はパケットＩＤとそのパケットで送達されるデータ量を含むメッセージ
を送信できる。
【００１４】
　このようなシステムは、セントラルコントローラから移動局のアクティブなセットのメ
ンバーであるすべての基地局に、特定の移動局にアドレス指定されたデータパケットを転
送することによって柔軟性を増す。アクティブセットとは、移動局に隣接する基地局から
選択された基地局の集合であり、通常は移動局で受信される信号の品質に基づいて選択さ
れる。これらのシステムにおいては、データ伝送が、各タイムスロットで移動局のアクテ
ィブなセットの中の任意の基地局から発生する場合がある。多くの基地局においてデータ
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待ち行列を維持するという複雑な要件、及び関連する復路トラヒックのために、移動局が
伝送のために新規の基地局を選択できる頻度は、これらの影響を最小限に抑えるために制
限される可能性がある。例えば、モバイルが指定のタイムスロット数、特定の時間分、ま
たは特定のデータ送信量の間特定の基地局に留まることが必要とされる場合がある。
【００１５】
　多岐に渡る基地局、つまり通常移動局のアクティブセットに含まれる基地局に対する順
方向リンクトラヒックデータを待ち行列に入れることにより、これらの基地局の１つまた
は複数が、最小の処理遅延で移動局にデータを送信することができる。システムの全体的
な容量は、特定の移動局に対する順方向リンク送信電力を削減することにより増加できる
。このようにして、システム容量は、必要とされる最小のＣ／Ｉが移動局で受信されるよ
うに、その移動局に送信するためアクティブセットの部分集合だけを向けるだけではなく
、アクティブセットの中のそれらの基地局によって移動局に向けられる送信電力も削減す
ることによって最適化される。多岐に渡る基地局に対するデータを待ち行列に入れ、次に
特定の移動局の環境に基づいて送信するためのそれらの部分集合を向ける技法は、ａｒｍ
ｅｄハンドオフとして知られている。ａｒｍｅｄハンドオフの説明は、本発明の譲受人に
譲渡とされ、参照してここに組み込まれる１９９７年９月８日に提出された「順方向トラ
ヒックチャネル電力割り当てを変更する方法及び装置（METHOD AND APPARATUS FOR CHANG
ING FORWARD TRAFFIC CHANNEL POWER ALLOCATION）」と題される同時係属米国特許出願番
号第０８／９２５，５１８号に開示されている。
【００１６】
　前述されたように、ＨＤＲ、及び第’３８６号出願に説明されるようなデータシステム
は、ある特定のユーザへの伝送のために順方向リンクチャネル全体をスケジュールするこ
とによってスループットを最大限にする。ａｒｍｅｄハンドオフは、アクティブセットか
らの単一の基地局だけが各タイムスロット中に送信するという制限をもって活用される。
したがって、ソフトハンドオフを可能にするために必要となるだろう電力はデータ伝送で
使用するためにリダイレクトされる。この技法は全体的なシステム容量を最適化できるが
、特定のユーザに最小ＧＯＳを提供することが所望される場合に問題が生じる可能性があ
る。例えば、配備されたシステムにおいて、任意の１つの基地局から移動局によって受信
される最大Ｃ／Ｉが、該移動局への相対的に低いデータ転送速度だけを可能にする地理学
上のロケーションがある場合がある。この状況は、伝送路の多様な自然の障害物または人
工的な障害物に関連する基地局の物理的なロケーションのために生じる場合がある。その
ユーザにとって所望されるＧＯＳが、そのユーザにとって追加の媒体アクセス時間を割り
当てる、つまりそれを追加タイムスロットに割り当てることによって達成できる場合があ
る。このケースでは、その移動局にサービスを提供することは、ネットワークのその部分
の容量を大幅に削減する可能性がある。しかしながら、極端なケースでは、任意の１つの
基地局から連続的に順方向リンク全体を割り当てても、そのユーザに所望されるＧＯＳを
提供するために必要とされるのに十分なスループットが実現されないことがある。これら
のケースでは、複数の基地局が順方向リンクデータを同時に送信できるようにすると（つ
まりソフトハンドオフ）、他のユーザが使用できる全体的な容量が増加する一方で、所望
されるＧＯＳを達成するために必要とされる追加のＣ／Ｉが特定の移動局に提供される可
能性がある。
【００１７】
　再送機構は、間違って受信されたデータユニットのために利用できる。ＨＤＲ及び第’
３８６号出願に説明されるようなシステムにおいては、各データパケットは所定数のデー
タユニットを備え、各データユニットは連続番号で識別されている。１つまたは複数のデ
ータユニットの誤った受信時に、移動局は逆方向リンクデータチャネル上で否定応答（Ｎ
ＡＣＫ）を送信し、基地局からの再送のために行方不明のデータユニットの連続番号を示
す。基地局はＮＡＣＫメッセージを受信し、間違って受信されたデータユニットを再送す
る。
【００１８】
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　様々な基地局が再送機構だけではなく多様なタイムスロットの間も順方向リンクデータ
の部分を送信できるようにする利点は、アクティブセットに含まれる多様な基地局で待ち
行列を維持するためになんらかの調整を必要とすることに注意する。一例として、第１の
基地局がその待ち行列から移動局にデータの第１のセグメントを送信するために選択され
ると仮定する。このデータを送信した後、第１の基地局はその待ち行列の中のデータの第
２のセグメントが次に送信されなければならないことを知っており、第１のセグメントに
対する再送要求を禁止する。さらに、データの第１のセグメントが第１の基地局から送信
された後、第２の基地局が以後の伝送のために選択されるように、モバイル環境が変化す
ると仮定する。第２の基地局が、第１とは対照的に第２のセグメントを送信することを知
るように調整が行われなければならない。この調整は、復路ネットワーク（すなわち、基
地局コントローラと多様な基地局の間のネットワーク）でのネットワークトラヒックだけ
ではなくなんらかの複雑さも生じさせる。追加の基地局の待ち行列内への記憶のために順
方向リンクトラヒックデータを送達するだけではなく、調整メッセージングも比例して増
加するため、復路ネットワークトラヒックは、アクティブなセットにさらに多くの基地局
が導入されるにつれて増加する。さらに、データシステムはさらに高速のデータ転送速度
を達成するため、復路ネットワークでの必要とされるデータ転送が飛躍的に増加する可能
性があることは明らかである。
【００１９】
　移動局のアクティブセットのための基地局候補は、多岐に渡る技法に従って選択できる
。１つのこのような技法は、本発明の譲受人に譲渡され、参照してここに組み込まれる「
無線通信システムにおいてソフトハンドオフを実行する方法および装置（METHOD AND APP
ARATUS FOR PERFORMING SOFT HANDOFF IN A WIRELESS COMMUNICATION SYSTEM）」と題さ
れる米国特許第６，１５１，５０２号（これ以降、第’５０２号）に開示されている。こ
の技法を使用すると、受信されたパイロット信号が所定の追加閾値を超えている場合には
基地局を移動局のアクティブセットに追加し、パイロット信号が所定の低下閾値を下回る
場合にはアクティブセットから省略することができる。代わりに、基地局は、（例えばパ
イロット信号で測定されるような）基地局の追加エネルギーとすでにアクティブセットの
中にある基地局のエネルギーが所定の閾値を超える場合にアクティブセットに加えること
ができる。この代替技法を使用すると、その送信エネルギーが移動局での総受信エネルギ
ーの実体のない量を備える基地局はアクティブセットに加えられない。
【００２０】
　ソフトハンドオフ技法とアクティブセット選択技法が複数の基地局自体に対してだけで
はなく、ある基地局の中のセクタにも適用することは技術において周知である。しかしな
がら、前述された復路ネットワークふくそうに関する問題は基地局の中のセクタに等しく
適用しない。これは、基地局の中の複数のセクタが順方向リンクデータの１つの共通した
待ち行列を共用できるためである。したがって、基地局のセクタがその基地局の別のセク
タをすでに含むアクティブセットに追加されるとき、追加の順方向リンクデータは復路ネ
ットワークで送達される必要はない。さらに、基地局のセクタ間でのその基地局の待ち行
列から送信されるデータの調整から生じる複雑さは、基地局間での送信データの調整に必
要とされる複雑さより小さい。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　前述されたように、無線データユーザは拘束データ伝送を必要とし、特定の最小のサー
ビスの程度（ＧＯＳ）要件を有する可能性がある。したがって、技術においては、復路ネ
ットワークトラヒックを効率的に管理し、全体的なシステム容量を最適化する一方で全ユ
ーザに最大の品質サービスを提供できる通信システムに対するニーズがある。
【課題を解決するための手段】
【００２２】
　ここに開示されている実施形態は、復路ネットワークトラヒックを効率的に管理し、全



(9) JP 4283108 B2 2009.6.24

10

20

30

40

50

体的なシステム容量を最適化する一方で多様なユーザのサービスの程度（ＧＯＳ）要件を
管理する通信システムに対するニーズに対処する。ある態様においては、最小データスル
ープット、最小データ転送速度及びＧＯＳ要件などの特定の最小要件が満たされる限り、
ａｒｍｅｄハンドオフが単一の基地局からある特定の移動局へ順方向リンクデータを送信
するために使用される。これらの基準が満たされない場合には、ａｒｍｅｄハンドオフの
条件が満たされるまで１つまたは複数の基地局から特定の移動局へ順方向リンクデータを
送信するためには、ソフトハンドオフ及びソフターハンドオフが利用できる。別の態様に
おいては、基地局セクタをアクティブセットに追加するための試験は、その基地局の他の
セクタがすでにアクティブセットに存在するかどうかに基づいて異なる。試験は、セクタ
がその基地局の中でアクティブセットに入る最初のセクタではないときにはあまり厳しく
なく、それが最初のセクタであるときにはより厳しい。これらの態様は、変化する所望さ
れるＧＯＳレベルを送達する一方でシステム容量を最適化する方法を提供する、及び復路
ネットワークでのトラヒックの複雑さを削減し、復路ネットワークでのトラヒックを最小
限に抑える方法を提供するという利点を有する。本発明の多様な他の態様も提示される。
【００２３】
　本発明は、さらに詳しく後述されるように、本発明の多様な態様、実施形態及び特徴を
実現する方法及びシステム要素を提供する。
【００２４】
　本発明の特徴、性質及び優位点は、類似する参照文字が完全に相応して特定する図面に
関連して解釈されるときに、以下に述べられる詳細な説明からさらに明らかになるだろう
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　図１は、本発明の例示的なデータ通信システムを表す。２Ａ～２Ｇとして表示される各
セル２は、それぞれ４Ａ～４Ｇとして表示される対応する基地局４によってサービスを提
供される。（６Ａ～６Ｊとして表示される）多様な移動局６は、データ通信システムを通
して分散されている。例示的な実施形態においては、各移動局６は、移動局６がソフトハ
ンドオフにあるかどうかに応じて、逆方向リンク上の１つまたは複数の基地局４と通信で
きる。逆方向リンク通信は、簡略さのために図１には図示されていない。
【００２６】
　全体で使用されるような用語移動局は、固定された無線ハンドセット、ハンドヘルドコ
ンピュータ、無人データ端末等の任意のアクセス端末を含む。全体で使用されるような用
語基地局は、任意のアクセスポイントを含む。現代の通信システムで一般的に見られるの
はセクタ化された（ｓｅｃｔｏｒｉｚｅｄ）基地局である。このような基地局は複数のセ
クタを含み、それぞれのセクタが（通常はある程度の重複をもって）セルの一意の部分を
カバーする。ある基地局を別の基地局と区別する方法は、同じセルの中であっても、ある
セクタと別のセクタを区別するために適用することができる。ＣＤＭＡシステムにおいて
は、各基地局の各セクタを区別するためには、一意の疑似雑音カバリングシーケンスが使
用される。ここに開示されるように、セクタと基地局の間には文字通りの意味においてい
くつかの違いがあり、それらの相違点のいくつかは本発明によって利用され、下記の説明
で指定されるだろう。したがって、他に特に規定がなければ、当業者は、通して使用され
る「基地局」が、本発明の範囲から逸脱することなく、「基地局のセクタ」と交換可能で
あることを認識するだろう。
【００２７】
　ＨＤＲベースのシステムにおいては、システム容量を増加するために、通常各基地局４
は、単一移動局６にその電力割り当て全体を用いて送信し、このようにしてセル内の複数
の順方向リンク伝送からの干渉を排除する。セル内の複数の移動局６は、基地局の伝送リ
ソースを時分割することによってサービスを受ける。ある特定の移動局６に割り当てられ
る時間の最小増分がタイムスロットとして知られている。容量をさらに最大にするために
、通常、各移動局６は、各タイムスロットの間に順方向リンク上の多くても１つの基地局
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４と通信し、このようにして基地局あたりサービスを受ける移動局は１つという比率を維
持する。例えば、基地局４ａは移動局６ａに独占的にデータを送信し、基地局４ｂは移動
局６ｂに独占的にデータを送信し、基地局４ｇはタイムスロットｎにおける順方向リンク
で移動局６ｇに独占的にデータを送信する。図１では、矢印付きの実線は、基地局４から
移動局６へのデータ伝送を示している、矢印付きの破線は、移動局６がパイロット信号を
受信しているが、基地局４からはデータ伝送がないことを示している。
【００２８】
　移動局６、特にセル境界近くに位置する移動局は、複数の基地局４からパイロット信号
を受信できる。例えば、移動局６ｊは基地局４ａと４ｂの両方から信号を受信することが
でき、移動局６ｅは３つの基地局４ｂ、４ｄ、及び４ｅから信号を受信できる。パイロッ
ト信号が所定の閾値を上回っている場合、移動局６は、基地局４が移動局６のアクティブ
セットに追加されることを要求できる。本発明の１つの実施形態では、新しい基地局をア
クティブセットの中に入れるためにはより高い閾値が使用され、すでにアクティブセット
の中にある基地局の新しいセクタをアクティブセットの中に入れるためにはさらに低い閾
値が使用される。前述されたように、順方向リンクデータは、アクティブセット内の多様
な基地局における待機のために送達されるだろう。一般的には、移動局６のアクティブセ
ット内に含まれる基地局の内の１つの基地局４の１つのセクタは、任意の指定されるタイ
ムスロットの中で順方向リンクで送信してよい。
【００２９】
　しかしながら、特定の状況では、複数の基地局４が単一のタイムスロット、つまり順方
向リンクでのソフトハンドオフの間に移動局６に送信できるようにすることが有利である
場合がある。例えば、セル２ｃと２ｄの境界に常駐する移動局６ｈを考えてみる。移動局
６ｈと基地局４ｃと４ｄの間の自然の障害物または人工的な障害物のために、どちらかの
基地局から移動局６ｈで受信されたＣ／Ｉが適切なＧＯＳで通信を提供するには不十分で
ある場合がある。おそらく通信は可能であるが、サポートされているより低いデータ転送
速度だけである。移動局６ｈがこの説明されたロケーションに留まる場合、そのスループ
ットは無期限に低レベルのままだろう。結果として、モバイルのユーザは活用されている
データサービスの望ましくない品質または遅延を経験し、満たされない可能性がある。さ
らに移動ネットワークプロバイダが、いま説明した移動局６ｈの状況では満たされない可
能性がある、契約されたサービスの品質（ＧＯＳ）レベルまたはサービスの品質（ＱＯＳ
）レベルを提供することによって収益を増やす、及び／またはそれ自体を競合他社と区別
することを希望する場合がある。代わりに、ＧＯＳまたはＱＯＳ保証が、（さらに低い転
送速度であるにも関わらず）基地局４ｃまたは４ｄのどちらかからさらに高いパーセンテ
ージの使用可能タイムスロットを割り当てることによって満たされる場合もある。
【００３０】
　移動局においてダイバシティ受信機能と組み合わせて順方向リンクでソフトハンドオフ
を可能にすると、さらに高速のデータ転送が可能になる。この加速したデータ転送速度は
、基地局からの冗長な転送、または複数のストリームの送信ダイバシティのどちらかによ
って達成できる。いくつかのケースでは、順方向リンクソフトハンドオフによって可能に
されるＧＯＳ要件がより少ないタイムスロットを使用して満たされる場合にシステム容量
を改善する可能性がある。この例では、基地局４ｃと４ｄは、二重線によって示されるよ
うに単一のタイムスロットの間にモバイル６ｈに同時に順方向リンクデータを送信する。
ある実施形態においては、基地局４ｃと４ｄの両方ともタイムスロットの間に独占的に移
動局６ｈに送信するだろう。代替実施形態においては、基地局４ｃと４ｄは、電力の残り
を用いて同じタイムスロットで移動局６ｃと６ｄに送信しながら、移動局６ｈに同時に転
送するためにその順方向リンク電力の一部を割り当ててよい。
【００３１】
　いま説明されたＧＯＳ要件または容量の制約を満たすことに加えて、順方向リンクソフ
トハンドオフは、システムが完全にロードされていないときに望ましい可能性がある。最
大データ転送速度が制限されている地理学上の領域内にある移動局６ｈのような移動局に
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は、隣接するセルが完全にロードされていないとき、移動局６ｈに対する最小ＧＯＳに関
係なくさらに高いスループットを供給することができる。システムが完全にロードされて
いない、つまりあらゆる基地局が最大電力で各タイムスロットで一意のユーザに送信して
いるわけではない多くのインスタンスでは、システムの中の任意のユーザが経路損失のた
めに劣化したＣ／Ｉのため、最大速度未満でデータを受信しているときには必ず、全体的
なスループットを高めることができる可能性が存在する。これらのケースでは、順方向リ
ンクソフトハンドオフは他のユーザに対するデータ転送速度を損失せずにそのユーザへの
データ転送速度を高めることに成功する可能性がある。したがって、システムの容量は増
加する。
【００３２】
　本発明のデータ通信システムの基本的なサブシステムを描くブロック図が図２に示され
ている。基地局コントローラ１０は（パケットデータサービスノード、つまりＰＤＳＮの
１つまたは複数であってよい）パケットネットワークインタフェース２４、公衆電話交換
網（ＰＳＴＮ）３０、及びデータ通信システムのすべての基地局４（図２では、簡略にす
るためにただ１つの基地局４だけが図示されている）と接続する。基地局コントローラ１
０はデータ通信システム内の移動局６と、パケットネットワークインタフェース２４とＰ
ＳＴＮ３０に接続されている他のユーザの間の通信を調整する。ＰＳＴＮ３０は標準電話
網（図２では図示されていない）を通してユーザと接続する。
【００３３】
　簡略にするために図２にはただ１つしか図示されていないが、基地局コントローラ１０
は多くのセレクタ要素１４を含んでいる。１つのセレクタ要素１４は１つまたは複数の基
地局４と１つの移動局６の間の通信を制御するために割り当てられる。要素１４を移動局
６に割り当てるためには、呼制御処理装置１６が移動局６をページングするニーズを知ら
される。呼制御処理装置１６は、次に基地局４に移動局６をページングするように命令す
る。
【００３４】
　データソース２０は、移動局６に送信されなければならないデータを含む。データソー
ス２０はパケットネットワークインタフェース２４にデータを提供する。パケットネット
ワークインタフェース２４はデータを受信し、セレクタ要素１４にデータを転送する。セ
レクタ要素１４は、移動局６と通信している各基地局４にデータを送信する。基地局コン
トローラ１０とすべての基地局４の間のこのコネクションが、前記に参照された復路ネッ
トワークとして知られている。各基地局４は、移動局６に送信されるデータを含むデータ
待ち行列４０を維持する。
【００３５】
　例示的な実施形態においては、順方向リンク上で、データパケットはデータ転送速度に
無関係である所定のデータ量を指している。データパケットは、他の制御ビットとコーデ
ィングビットでフォーマットされ、符号化される。データ伝送が複数のウォルシュチャネ
ルで発生すると、符号化されたパケットは並列ストリームに非多重化され、各ストリーム
は１つのウォルシュチャネル上で送信される。
【００３６】
　データは、データ待ち行列４０からチャネル要素４２にデータパケットで送信される。
データパケットごとに、チャネル要素４２は必要な制御フィールドを挿入する。データパ
ケット、制御フィールド、フレームチェックシーケンスビット、及びコードテールビット
が１つのフォーマットされたパケットを構成する。チャネル要素４２は、次に１つまたは
複数のフォーマットされたパケットを符号化し、符号化されたパケットの中で記号をイン
タリーブする（つまり並べ替える）。次に、インタリーブされたパケットはスクランブリ
ングシーケンスでスクランブルされ、ウォルシュカバーでカバーされ、長いＰＮ符号及び
短いＰＮＩ符号とＰＮＱ符号で拡散される。拡散されたデータはＲＦ装置４４内の送信機
によって直角変調され、濾波され、増幅される。順方向リンク信号は、順方向リンク５０
上のアンテナ４８により放送で送信される。
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【００３７】
　前述されたように、基地局４は、一般的に複数のセクタ（図示されていない）を含んで
いる。基地局の任意のセクタでの伝送がデータ待ち行列４０を活用することができ、した
がって基地局４の任意のセクタをその基地局４からのセクタを既に含んでいるアクティブ
セットに追加するには、追加のシグナリング及び復路ネットワークでのデータ転送（基地
局コントローラ１０と多様な基地局４の間のコネクション）が必要とされないことが当業
者に明らかになるだろう。
【００３８】
　移動局６では、順方向リンク信号はアンテナ６０によって受信され、フロントエンド６
２の中の受信機に転送される。受信機は、信号を濾波し、増幅し、直角変調し、量子化す
る。デジタル化された信号は、それが長いＰＮ符号及び短いＰＮＩ符号とＰＮＱ符号で逆
拡散され、ウォルシュカバーでデカバリング（ｄｅｃｏｖｅｒ）され、同一のスクランブ
リングシーケンスで逆スクランブルされる復調器（ＤＥＭＯＤ）６４に提供される。復調
されたデータは、基地局４で行われる信号処理機能の逆、具体的にはデインタリーブ、復
号、及びフレームチェック機能を実行するデコーダ６６に提供される。復号されたデータ
はデータシンク６８に提供される。前述されたように、ハードウェアはデータの伝送、メ
ッセージング、順方向リンク上での音声通信、ビデオ通信及び他の通信をサポートする。
【００３９】
　システム制御及びスケジューリングの機能は多くのインプリメンテーションを通して達
成できる。チャネルスケジューラ４８のロケーションは、集中制御／スケジューリング処
理が所望されているのか、それとも分散制御／スケジューリング処理が所望されているの
かに依存している。例えば、分散処理の場合、チャネルスケジューラ４８は各基地局４の
中に位置できる。逆に、集中処理の場合、チャネルスケジューラ４８は基地局コントロー
ラ１０の中に位置し、複数の基地局４のデータ伝送を調整するように設計できる。ここに
説明されている機能の他の実施は、考慮することができ、本発明の範囲内にある。
【００４０】
　図１に図示されるように、移動局６はデータ通信システム全体で分散され、順方向リン
ク上のゼロ個のまたは１つの基地局４と、あるいはソフトハンドオフが所望される場合に
は複数の基地局４と通信することができる。例示的な実施形態においては、チャネルスケ
ジューラ４８は１つの基地局４の順方向リンクデータ伝送を調整する。例示的な実施形態
では、チャネルスケジューラ４８はデータ待ち行列４０及び基地局４の中のチャネル要素
４２に接続し、移動局６に送信するためのデータの量を示す待ち行列サイズ、及び移動局
６からのデータ要求チャネル（ＤＲＣ）メッセージを受信する。チャネルスケジューラ４
８は、最大データスループット及び最小伝送遅延というシステムの目標が最適化されるよ
うに高速データ伝送の予定を立てる。
【００４１】
　例示的な実施形態においては、データ伝送は、部分的には通信リンクの品質に基づいて
予定される。リンクの品質に基づいて伝送速度を選択する例示的な通信システムは、本発
明の譲受人に譲渡され、参照してここに組み込まれる１９９６年９月１１日に提出された
「セルラー環境において高速データ通信を提供する方法及び装置（METHOD AND APPARATUS
 FOR PROVIDING HIGH SPEED DATA COMMUNICATIONS IN A CELLULAR ENVIRONMENT）」と題
される米国特許出願番号第０８／７４１，３２０号に開示されている。本発明においては
、データ通信のスケジューリングはユーザのＧＯＳ、待ち行列サイズ、データのタイプ、
すでに経験された遅延の量及びデータ伝送の誤り率などの追加の考慮事項に基づくことが
ある。これらの考慮事項は、ともに本発明の譲受人に譲渡され、参照してここに組み込ま
れる１９９７年２月１１日に提出された「順方向リンク速度スケジューリングのための方
法及び装置（METHOD AND APPRATUS FOR FORWARD LINK RATE SCHEDULING）」と題される米
国特許出願番号第０８／７９８，９５１号、及び「逆方向リンク速度スケジューリングの
ための方法及び装置（METHOD AND APPARATUS FOR REVERSE LINK RATE SCHEDULING）」と
題される米国特許第５，９２３，６５０号に詳しく説明されている。他の要因はデータ伝
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送を予定する上で考慮に入れることができ、本発明の範囲内にある。
【００４２】
　本発明のデータ通信システムは、逆方向リンクでのデータとメッセージの伝送をサポー
トしている。移動局６の中では、コントローラ７６がデータまたはメッセージをエンコー
ダ７２に転送することによりデータまたはメッセージの伝送を処理する。コントローラ７
６は、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサ、デジタル信号処理（ＤＳＰ）チップ
、またはここに説明されるような機能を実行するようにプログラミングされたＡＳＩＣで
実現できる。
【００４３】
　例示的な実施形態においては、エンコーダ７２が、前述された米国特許第５，５０４，
７７３号に説明されるブランク及びバーストシグナリングデータフォーマットと一貫した
メッセージを符号化する。次に、エンコーダ７２は一式のＣＲＣビットを生成、付加し、
一式のコードテールビットを付加し、データ及び付加されたビットを符号化し、符号化さ
れたデータの中で記号を並べ替える。インタリーブされたデータは変調器（ＭＯＤ）７４
に提供される。
【００４４】
　変調器７４は多くの実施形態で実現できる。例示的な実施形態においては、インタリー
ブされたデータはウォルシュコードでカバーされ、長いＰＮ符号で拡散され、短いＰＮ符
号でさらに拡散される。拡散されたデータはフロントエンド６２の中の送信機に提供され
る。送信機は、逆方向リンク信号を変調し、濾波し、増幅し、逆方向リンク５２上でアン
テナ４６を通して放送で送信する。
【００４５】
　例示的な実施形態においては、移動局６は長いＰＮ符号に従って逆方向リンクデータを
拡散する。各逆方向リンクチャネルは１つの共通した長いＰＮシーケンスの時間オフセッ
トに従って定義される。２つの異なるオフセットで、結果として生じる変調シーケンスは
無相関である。移動局６のオフセットは、ＩＳ－９５移動局６の例示的な実施形態におい
ては移動局に特殊な識別番号である、移動局６の一意の数値識別に従って決定される。し
たがって、各移動局６は、その一意の電子シリアルナンバーに従って決定される１つの無
相関逆方向リンクチャネルで送信する。代替実施形態においては、逆方向リンクチャネル
は、１つの共通のＰＮ符号からのオフセットとして生成される符号以外に、一意の無相関
符号を使用して定義されてよい。
【００４６】
　基地局４では、逆方向リンク信号がアンテナ４６によって受信され、ＲＦ装置４４に提
供される。ＲＦ装置４４は、信号を濾波し、増幅し、復調し、量子化し、デジタル化され
た信号をチャネル要素４２に提供する。チャネル要素４２は、短いＰＮ符号と長いＰＮ符
号でデジタル化された信号を逆拡散する。チャネル要素４２は、ウォルシュコードデカバ
リング（ｄｅｃｏｖｅｒｉｎｇ）及びパイロットとＤＲＣ抽出も実行する。チャネル要素
４２は、次に復調されたデータを並べ替え、デインタリーブされたデータを複合し、ＣＲ
Ｃチェック機能を実行する。データまたはメッセージなどの復号されたデータは、セレク
タ要素１４に提供される。セレクタ要素１４はデータとメッセージを適切な宛て先に転送
する。チャネル要素４２は、受信されたデータパケットの状態を示す品質インジケータを
セレクタ要素１４に転送してもよい。
【００４７】
　前述されたように、本発明においては、移動局６は、１つまたは複数の基地局４と同時
に通信できる。移動局６によって講じられる処置は、移動局６がソフトハンドオフしてい
るか、していないかに依存する。これらの２つのケースは下記に別々に説明される。
【００４８】
　最初に、移動局６がソフトハンドオフにない、つまりそれがただ１つの基地局４と通信
しているケースを考える。図２を参照すると、特定の移動局６に宛てられるデータは、そ
の移動局６との通信を制御するために割り当てられたセレクタ要素１４に提供される。セ
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レクタ要素１４は基地局４の中のデータ待ち行列４０にデータを転送する。基地局４はデ
ータを待ち行列に入れ、制御チャネルでページングメッセージを送信する。次に、基地局
４は移動局６からのＤＲＣメッセージがないか、逆方向リンクＤＲＣチャネルを監視する
。ＤＲＣチャネルで信号が検出されない場合は、基地局４は、ＤＲＣメッセージが検出さ
れるまでページングメッセージを再送できる。所定数の再送試みの後に、基地局４は処理
を終了するか、あるいは移動局６と呼を再開（ｒｅ－ｉｎｉｔｉａｔｅ）できる。
【００４９】
　例示的な実施形態においては、移動局６は要求されたデータ転送速度をＤＲＣメッセー
ジの形式でＤＲＣチャネルの基地局４に送信する。代替実施形態においては、移動局６は
順方向リンクチャネルの品質の表示（例えば、Ｃ／Ｉ測定値）を基地局４に送信する。例
示的な実施形態においては、ＤＲＣメッセージは各タイムスロットの前半の中で送信され
る。その結果、基地局４は、そのタイムスロットがこの移動局６へのデータ伝送に使用で
きる場合には、ＤＲＣメッセージを復号し、次の連続タイムスロットでのデータ伝送のた
めにハードウェアを構成するためにタイムスロットの残りの半分を有している。次の連続
するタイムスロットが使用できない場合、基地局４は次に使用可能なタイムスロットを待
機し、新しいＤＲＣメッセージがないかＤＲＣチャネルの監視を続ける。
【００５０】
　第１の実施形態においては、基地局４は、要求されたデータ転送速度で送信する。この
実施形態は移動局６に、データ転送速度を選択するという重要な決定を与える。要求され
ているデータ転送速度でつねに送信することには、移動局６がどのデータ転送速度を予想
すべきか知っているという優位点がある。したがって、移動局６は要求されたデータ転送
速度に従ってトラヒックチャネルを復調及び復号するだけである。基地局４は、基地局４
によってどのデータ転送速度が使用されているのかを示すメッセージを移動局６に送信す
る必要はない。
【００５１】
　第１の実施形態においては、ページングメッセージの受信後、移動局６は、引き続き、
要求されているデータ転送速度でデータの復調を試行する。移動局６は順方向トラヒック
チャネルを復調し、ソフト決定記号をデコーダに提供する。デコーダは記号を復号し、復
号されたパケットでフレームチェックを実行し、パケットが正しく受信されたかどうかを
判断する。パケットが誤って受信された場合、あるいはパケットが別の移動局６に向けら
れていた場合、フレームチェックはパケットエラーを示すだろう。代わりに、第１の実施
形態においては、移動局６はスロット単位でデータを復調する。例示的な実施形態におい
ては、移動局６は、後述されるようにそれぞれの送信されたデータパケットの中に組み込
まれているプリアンブルに基づいて、データ伝送がそれに向けられているかどうかを判断
することができる。このようにして、移動局６は、伝送が別の移動局６に向けられている
と判断されると復号プロセスを終了できる。どちらのケースでも、移動局６はデータユニ
ットの間違った受信を肯定応答するために基地局４に否定応答（ＮＡＣＫ）を送信する。
ＮＡＣＫメッセージを受信すると、間違って受信されたデータユニットは再送される。
【００５２】
　ＮＡＣＫメッセージの伝送は、ＣＤＭＡシステムにおけるエラーインジケータビット（
ＥＩＢ）の伝送に類似した方法で実現できる。ＥＩＢ伝送の実現及び使用は、本発明の譲
受人に譲渡され、参照してここに組み込まれる「伝送用データのフォーマットのための方
法及び装置（METHOD AND APPARATUS FOR THE FORMATTING OF DATA FOR TRANSMISSION）」
と題される米国特許番号第５，５６８，４８３号に開示されている。代わりに、ＮＡＣＫ
はメッセージとともに送信できる。
【００５３】
　第２の実施形態においては、データ転送速度は、移動局６からの入力とともに基地局４
によって決定される。移動局６はＣ／Ｉ測定を実行し、リンクの品質の表示（例えば、Ｃ
／Ｉ測定値）の表示を基地局４に送信する。基地局４は、待ち行列サイズ及び使用可能な
送信電力などの、基地局４が使用可能なリソースに基づいて要求されたデータ転送速度を
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調整できる。調整されたデータ転送速度は、調整されたデータ転送速度でデータ伝送の前
に、あるいはデータ伝送と同時に移動局６に送信することができるか、あるいはデータパ
ケットの符号化の中で暗示できる。移動局６が第１の実施データ伝送の前に調整されたデ
ータ転送速度を受信する第１のケースでは、移動局６は第１の実施形態で説明されたよう
に受信されたパケットを復調及び復号する。調整されたデータ転送速度がデータ伝送と同
時に移動局６に送信される第２のケースでは、移動局６は順方向トラヒックチャネルを復
調し、復調されたデータを記憶できる。調整されたデータ転送速度の受信時、移動局６は
調整されたデータ転送速度に従ってデータを復号する。そして調整されたデータ速度が符
号化されたデータパケットで暗示される第３のケースでは、移動局６はすべての候補速度
を復調及び復号し、復号されたデータの選択のために送信速度を帰納的に決定する。速度
決定を実行するための方法及び装置は、ともに本発明の譲受人に譲渡され、参照してここ
に組み込まれる「可変速度通信システムにおいて受信されたデータの速度を決定する方法
及び装置（METHOD AND APPARATUS FOR DETERMINING THE RATE OF RECEIVED DATA IN A VA
RIABLE RATE COMMUNICATION SYSTEM）」と題される米国特許番号第５，７５１，７２５号
、及びやはり「可変速度通信システムにおいて受信されたデータの速度を決定する方法及
び装置（METHOD AND APPARATUS FOR DETERMINING THE RATE OF RECEIVED DATA IN A VARI
ABLE RATE COMMUNICATION SYSTEM）」と題される米国特許番号第６，１７５，５９０号に
詳しく説明されている。前述されたすべてのケースについて、移動局６は、フレームチェ
ックの結果が否定的である場合に前述されたようにＮＡＣＫメッセージを送信する。
【００５４】
　これ以降の説明は、それ以外に示される場合を除き、移動局６が要求されているデータ
転送速度を示すＤＲＣメッセージを基地局４に送信する第１の実施形態に基づいている。
しかしながら、ここに説明される発明の概念は、移動局６がリンク品質の表示を基地局４
に送信する第２の実施形態にも等しく適用できる。
【００５５】
　個々では、移動局６がソフトハンドオフをしている、つまりそれが複数の基地局４と通
信している第２のケースを考える。前述されたように、特定の状況下では、容量の考慮の
ために、移動局６は、たとえそれがソフトハンドオフしていても、単一基地局４から順方
向リンクでデータを受信してよいにすぎない。それにも関わらず、前述されたように、特
定の条件下では、ＧＯＳ及び／または容量の考慮が、順方向リンクでのソフトハンドオフ
がふさわしいことを決定付けてよい。逆方向リンクでは、移動局６はその伝送をどのくら
い多くの基地局が監視しているのかに関係なく、それが位置しているどこからでも送信す
るため、複数の基地局４が容量を譲歩にせずに１つの移動局６からデータを受信し、復調
し、結合することができる。事実上、移動局６は複数の基地局が逆方向リンク信号を受信
、結合するときにさらに低い電力レベルで（したがって、干渉を削減し、容量を増大し）
送信できる可能性があるため、逆方向リンクでソフトハンドオフを使用することは、逆方
向リンクの容量を増加する傾向がある。
【００５６】
　いつａｒｍｅｄハンドオフの代わりに順方向リンクソフトハンドオフを利用する必要が
あるのかを決定するための多岐に渡る技法がある。ある実施形態においては、移動局は使
用可能な基地局から受信されたＣ／Ｉ値を監視し、それが適切であると見なされるときに
は、順方向リンクソフトハンドオフに対するＤＲＣ要求を送達する。これは、ＧＯＳ要件
だけではなく過去に受信されたＣ／Ｉ値、データ転送速度の統計データとも関連して決定
されてよい。前述されたようにＧＯＳは全ユーザ向けの最小規格を含んでよい。さらに、
最小規格より高いＧＯＳ要件について契約するユーザもいる可能性がある。サービスは任
意の１つのタイムスロットの間の最小転送速度、いくつかの指定された時間間隔での平均
スループット、受信されたＣ／Ｉ、または受信されたＣ／Ｉ、データ転送速度、及び／ま
たはスループットの他の統計的な測定値という点で測定されてよい。ＧＯＳの定義が何で
あれ、ある特定の移動局６は現在の状態が単一のタイムスロットで複数の基地局から送信
される順方向リンクデータに対する要求を保証していると判断できる。（その組み合わせ
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も含む）使用可能な基地局から受信されたＣ／Ｉに基づいて、基地局は、どのアクティブ
セット候補を順方向リンクソフトハンドオフ伝送に含む必要があるのかを示すことができ
る。
【００５７】
　代替実施形態においては、基地局４または基地局コントローラ１０は、ソフトハンドオ
フがいつ適切であるのかを判断できる。ある実施形態においては、ちょうど基地局４が、
（前述された）移動局によって供給されるリンク品質測定値に基づいて順方向リンクデー
タ転送速度を決定するために使用できるように、同じリンク品質測定値が、過去のリンク
品質測定値及び／または過去に供給されたデータ転送速度とともに、適切なＧＯＳが提供
されているかどうかを判断するために使用できる。提供されていない場合には、順方向リ
ンクソフトハンドオフがふさわしい可能性がある。別の実施形態においては、基地局４は
、ソフトハンドオフがふさわしい可能性があることを、過去に送達された伝送速度ととも
に、ＤＲＣでの現在要求されているデータ転送速度に基づいて決定できる。さらに別の実
施形態においては、基地局コントローラ１０は、順方向リンクソフトハンドオフをいつ利
用する必要があるのかを、全体的な容量の最適化に基づいて、及びいま説明された基地局
または移動局の測定値のどちらかとともに判断する。
【００５８】
　順方向リンクソフトハンドオフを開始する必要があるという決定は、多岐に渡る方法を
使用して下すことができる。第１に、単一の基地局から受信された最良のＣ／Ｉが閾値を
下回っているときには常にソフトハンドオフを要求でき、次にソフトハンドオフがその閾
値を超える受信されたＣ／Ｉを増加するときには常にソフトハンドオフを要求できる。こ
れは、双方向ソフトハンドオフに制限される可能性がある、あるいはそれは任意の数の基
地局及び／またはセクタをハンドオフさせることができる。第２に、ソフトハンドオフ要
求を、それを開始すると、さらに高いデータ転送速度の部分集合の１つをサポートできる
ほど十分にＣ／Ｉが増加する状況に制限することができる。例えば、いくつかのシステム
では、受信Ｃ／Ｉに基づいてＤＲＣ上で要求できる別々の数のデータ転送速度が使用可能
である。ソフトハンドオフにより生じる改善がさらに高いデータ転送速度を可能にするほ
ど十分ではない場合には、発生する可能性がある容量の劣化を相殺するという優位点はな
いだろう。同様に、ソフトハンドオフは、複数の増分データ転送速度の改善が達成できる
ケースに制限されてよい。第３に、システム負荷を決定の考慮に入れることができる。様
々な負荷状況において、受信されるＣ／Ｉまたはデータ転送速度の必要とされる最低限の
改善は、順方向リンクソフトハンドオフ要求を可能にする上で多かれ少なかれ寛大になる
ように調整できる。この第３の方法は、前述されたような基地局コントローラで、あるい
はシステムの（あるいはさらに正確には、指定された移動局６に設定されるアクティブセ
ット及び／または隣接セットの中の）現在の負荷レベルを示す適切なメッセージを伴なう
移動局６の中で利用できる。
【００５９】
　移動局６は、同時に複数の基地局４からパイロット信号を受信できる。基地局４のＣ／
Ｉ測定値が所定の閾値を上回っている場合、基地局４は移動局６のアクティブセットに追
加できる。前述されたように、基地局をアクティブセットに追加するための閾値は、アク
ティブセットの中ですでに表現されていない基地局に対してはさらに高い可能性がある。
復路ネットワークのふくそう及びデータ待ち行列４０の維持を考慮すると、基地局４から
追加のセクタを、すでにその基地局からの少なくとも１つのセクタを含んでいるアクティ
ブセットに追加するときにはさらに低い閾値を使用することができる。
【００６０】
　当然、いま説明された閾値のどちらも固定閾値である必要はない。第’５０２号特許に
説明されるように、基地局またはセクタを追加するための代替技法は、セクタまたは基地
局がアクティブセットに加えられる場合に、受信されたＣ／Ｉの最低限の改善を計算する
ことである。例えば、アクティブセットが、その受信Ｃ／Ｉが非常に協力である単一の基
地局だけを含んでいる場合、新しい基地局からの別の非常に強力な信号の発見により、受
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信されたＣ／Ｉの相対的な改善がきわめて小さいだろうため、アクティブセットに包含す
るためにその基地局を適格できない可能性がある。対照的に、そのアクティブセット内で
受信されたＣ／Ｉによって測定されるような複数の弱い基地局を有する移動局は、新しい
信号は中くらいの強度にすぎなかったが、受信されたＣ／Ｉの相対的な改善は包含に必要
とされる最低限の閾値を上回っている可能性があるため、中くらいの強さで受信された新
しく発見された基地局をそのアクティブセットに容易に受け入れる可能性がある。
【００６１】
　図２を参照すると、移動局６との通信を制御するために割り当てられるセレクタ要素１
４は、移動局６のアクティブセットの中のすべての基地局４にデータを転送する。セレク
タ要素１４からデータを受信するすべての基地局４は、そのそれぞれの制御チャネルを介
してページングメッセージを移動局６に送信する。応えて、移動局６は２つの機能を実行
する。第１に、移動局６は最良のＣ／Ｉ測定値を含むことができるパラメータの集合に基
づいて最良の基地局４を選択する。移動局６は、次に該Ｃ／Ｉ測定値に対応するデータ転
送速度を選択し、選択された基地局４にＤＲＣメッセージを送信する。代わりに、状況が
保証する場合は、移動局６は、ソフトハンドオフがふさわしいこと、及びどの基地局を含
む必要があるのかを（前述された技法を使用して）判断できる。移動局６は特定の基地局
４に、その特定の基地局４に割り当てられたウォルシュカバーでカバーすることによって
ＤＲＣメッセージの伝送を向けることができる。第２に、移動局６は、それぞれの以後の
タイムスロットで要求されたデータ転送速度に従って順方向リンク信号を復調しようと試
みる。特定の基地局４に向けられたＤＲＣメッセージの中のソフトハンドオフ要求は、ソ
フトハンドオフの開始のために基地局コントローラ１０に渡すことができる。
【００６２】
　ページングメッセージを送信した後、アクティブセットの中のすべての基地局４が移動
局６からのＤＲＣメッセージがないかＤＲＣチャネルを監視する。この場合もやはり、Ｄ
ＲＣメッセージはウォルシュコードでカバーされるため、同一のウォルシュカバーが割り
当てられた選択された基地局４は、ＤＲＣメッセージをデカバリングできる。ＤＲＣメッ
セージを受信すると、選択された基地局４は、次に使用可能なタイムスロットで移動局６
にデータを送信する。
【００６３】
　例示的な実施形態においては、基地局４は、移動局６に、要求されたデータ転送速度で
複数のデータユニットを備えるパケットでデータを送信する。データユニットが移動局６
によって間違って受信されると、ＮＡＣＫメッセージが逆方向リンク上でアクティブセッ
トの中のすべての基地局４に送信される。例示的な実施形態においては、ＮＡＣＫメッセ
ージは基地局４によって復調及び復号され、処理のためにセレクタ要素１４に転送される
。ＮＡＣＫメッセージの処理時、データユニットは、前述されたような手順を使用して再
送される。例示的な実施形態においては、セレクタ要素１４はすべての基地局４から受信
されたＮＡＣＫ信号を１つのＮＡＣＫメッセージに結合し、アクティブセット内のすべて
の基地局４にＮＡＣＫメッセージを送信する。
【００６４】
　例示的な実施形態においては、移動局６は最良のＣ／Ｉ測定値の変化を検出し、効率を
改善するために各タイムスロットで異なる基地局４からデータ伝送を動的に要求すること
ができる。ａｒｍｅｄハンドオフが活用されているとき、データ伝送は、任意の指定され
たタイムスロットにあるただ１つの基地局４から発生するため、アクティブセットの中の
他の基地局４は、存在する場合、どのデータユニットが移動局に送信されたのかを認識で
きない。例示的な実施形態においては、送信側基地局４がセレクタ要素１４にデータ伝送
を知らせる。セレクタ要素１４は、次にアクティブセット内のすべての基地局４にメッセ
ージを送信する。例示的な実施形態においては、送信されたデータは移動局６によって正
しく受信されたと推測される。したがって、移動局６がアクティブセット内の別の基地局
４からデータ伝送を要求する場合、新しい基地局４は残りのデータユニットを送信する。
例示的な実施形態においては、新しい基地局４がセレクタ要素１４からの最後の伝送更新
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に従って送信する。代わりに、新しい基地局４は、平均伝送速度及びセレクタ要素１４か
らの過去の更新などの測定基準に基づいた予測方式を使用して送信するための次のデータ
ユニットを選択する。これらの機構は、様々なタイムスロットでの複数の基地局４による
同じデータユニットの重複再送を最小限に抑え、効率の損失を緩和する。一意のシーケン
ス番号がデータユニットに割り当てられるとき、基地局４は順序が狂って間違って受信さ
れたデータユニットを再送できる。例示的な実施形態においては、（例えば、ある基地局
４から別の基地局４の間のハンドオフの結果）穴（つまり非送信データユニット）が作成
されると、行方不明のデータユニットは間違って受信されたかのように見なされる。移動
局６は行方不明のデータユニットに対応するＮＡＣＫメッセージを送信し、これらのデー
タユニットは再送される。
【００６５】
　例示的な実施形態においては、アクティブセット内の各基地局４は、移動局６に送信さ
れるデータを含む独立したデータ待ち行列４０を維持する。選択された基地局４は、誤っ
て受信されたデータユニットの再送とシグナリングメッセージを除き、そのデータ待ち行
列４０の中に存在するデータを連続順序で送信する。例示的な実施形態においては、送信
されたデータユニットは、送信後に待ち行列４０から削除される。
【００６６】
　図３は、例示的な実施形態に従って１つまたは複数の基地局をアクティブセットに追加
するためのステップを描くフロー図である。ブロック３００では、移動局で受信されるＣ
／Ｉなどの信号品質が、使用可能な基地局のそれぞれについて測定される。隣接集合及び
候補集合と呼ばれることもある検索対象の使用可能な基地局の集合は、１つまたは複数の
基地局から移動局に送達できる、あるいは移動局によって検索された基地局から成り立っ
ていてよい。Ｎ個の候補基地局があると仮定する。それぞれは、ブロック３１０でｉ＝１
を設定することによって開始されるループの中で、アクティブセットに含むかどうか試験
される。
【００６７】
　ｉ番目の基地局から移動局で受信されたＣ／Ｉ（Ｃ／Ｉｉ）は、決定ブロック３２０で
第１の閾値、閾値１と比較される。Ｃ／Ｉｉが閾値１を上回る場合には、基地局はブロッ
ク３５０でアクティブセットに追加される。それから、フローは、追加候補が試験される
必要があるかを判断するためにブロック３６０に進む。Ｃ／Ｉｉが閾値１を上回らない場
合は、基地局ｉの別のセクタがすでにアクティブセットに含まれているかどうかを判断す
るために決定ブロック３３０に進む。含まれている場合、Ｃ／Ｉｉは決定ブロック３４０
で第２の（通常はさらに低い）閾値、閾値２と比較される。第２の閾値を上回っている場
合には、基地局ｉをアクティブセットに追加するためにブロック３５０に進む。前述され
たように、追加セクタを、その基地局がすでにアクティブセットの中に表されているアク
ティブセットに追加することは、待ち行列の維持及び復路ネットワークトラヒックという
点であまり要求が多くないため、これらのセクタに対するさらに低い閾値が適切である可
能性がある。決定ブロック３３０で、すでにアクティブセット内にある基地局ｉの別のセ
クタがない場合、あるいは決定ブロック３４０で閾値２を超えていない場合には、ブロッ
ク３６０に進む。
【００６８】
　ブロック３６０では、ｉは１だけ増分され、決定ブロック３７０でｉ＞Ｎの場合には、
候補の集合全体が試験され、フローはブロック３８０に進む。ｉがＮ以下である場合には
、追加候補は試験されるままとなり、ブロック３２０に進むことによって、前述されたよ
うにループは繰り返される。ブロック３８０では、メッセージは１つまたは複数の基地局
に、及びアクティブセットの新しいステータスを示す基地局コントローラに送達される。
このようなメッセージを作成及び送信するためには多様な方法が既知である。
【００６９】
　閾値１と閾値２の両方について、任意の数の閾値決定手順が適用することに注意する。
例えば、簡略な静的閾値が両方のために決定できる。あるいは相対的に静的な閾値を、相
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対的な負荷あるいは問題の移動局の相対的なＧＯＳなどのシステム変数に応えて決定する
ことができる。前述されたように、閾値は、候補を追加する付加的な利点がなんらかの付
加的な優位点閾値を越えるようにそれぞれの新しい候補について計算されてよい。閾値を
決定するための多様な手順を考慮することができ、本発明の範囲内にある。
【００７０】
　図４は、例示的な実施形態に従ってアクティブセットから１つまたは複数の基地局を削
除するためのステップを描くフロー図である。それは、図３に関して前述された基地局を
追加するためのプロセスに類似している。ブロック４００では、移動局で受信されるＣ／
Ｉなどの信号品質がアクティブセット内の基地局のそれぞれについて測定される。アクテ
ィブセットがＮ個の基地局を含んでいると仮定する。それぞれが、ブロック４１０でｉ＝
１を設定することによって開始されるループの中で、それがアクティブセットに留まる必
要があるかどうかを確かめるために試験される。
【００７１】
　ｉ番目の基地局から移動局で受信されるＣ／Ｉ（Ｃ／Ｉｉ）は、決定ブロック４２０で
第２の閾値、閾値２と比較される。Ｃ／Ｉｉが閾値２を上回らない場合、基地局ｉはブロ
ック４５０でアクティブセットから削除される。それから、フローは、追加候補を試験す
る必要があるかどうかを判断するためにブロック４６０に進む。Ｃ／Ｉｉが閾値２を上回
る場合は、Ｃ／Ｉｉが第１の閾値（通常は第２より高い）と比較される決定ブロック４３
０に進む。閾値１を超えない場合、基地局ｉの別のセクタがすでにアクティブセットに含
まれているかどうかを判断するために決定ブロック４４０に進む。含まれていない場合に
は、アクティブセットから基地局ｉを削除するためにブロック４５０に進む。決定ブロッ
ク４３０において閾値１を超える場合、あるいは決定ブロック４４０ですでにアクティブ
セット内に基地局ｉの別のセクタがある場合には、基地局ｉはアクティブセットからの削
除を保証しない。ブロック４６０に進む。（それらのどちらも第１の高い方の閾値を上回
らないときに、２つの基地局セクタが永続的にアクティブセットに留まらないことを確実
にするために、追加ステップ（図示されていない）を加えることが望ましい場合があるこ
とに注意する）。
【００７２】
　ブロック４６０では、ｉは１、増分され、決定ブロック４７０でｉ＞Ｎである場合には
、候補の集合全体が試験され、フローはブロック４８０に進む。ｉがＮ以下である場合に
は、追加の候補が試験されるままとなり、ループが、前述されたようにブロック４２０に
進むことにより繰り返される。ブロック４８０では、メッセージが１つまたは複数の基地
局に、及びアクティブセットの新しいステータスを示す基地局コントローラに送達される
。このようなメッセージを作成、送信するための多様な方法が知られている。
【００７３】
　閾値１と閾値２が、図４に関して説明されたように、図３に関して説明された対応する
閾値と同じである可能性があることに注意する。しかしながら、これは必ずしも必要ない
――削除閾値は追加閾値と異なる場合がある。図３に関して前述された閾値を決定するた
めの多様な技法は、図４に説明される閾値にも当てはまる。
【００７４】
　図５は、例示的な実施形態に従って複数のハンドオフ基準を利用するためのステップを
描くフローチャートである。ブロック５００では、アクティブセット内の各基地局から受
信されたＣ／Ｉが移動局で測定される。決定ブロック５１０では、最大Ｃ／Ｉが閾値と比
較される。前述されたように、他の順方向リンク品質測定値がＣ／Ｉの代わりになること
ができる。この閾値を決定するための多様な方法は前記に開示されている。例えば、その
Ｃ／Ｉ測定値を考慮すると対応する最小データ転送速度がサポート可能であるように最小
閾値を設定してよい。閾値は、様々なＧＯＳ要件がそれらの間で存在する場合、別の移動
局で違うふうに設定されてよい。閾値は、過去に移動局によって受信された平均スループ
ットに応じて改変されてよい。例えば、より低いＣ／Ｉ、ひいてはより低いデータ転送速
度は、ある期間指定される移動局に許容できるが、平均スループットが指定されたＧＯＳ
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について許容できないことが判明すると加速される必要がある。
【００７５】
　決定ブロック５１０で、最大Ｃ／Ｉが閾値を上回る場合、ａｒｍｅｄハンドオフを実施
できる。ただ１つの基地局だけ、つまり最大Ｃ／Ｉを備えた基地局が許容できるデータ転
送速度を送達することを必要とされる。ブロック５２０では、ａｒｍｅｄハンドオフにつ
いてのＤＲＣメッセージが作成され、その基地局を識別する。メッセージは所望されるデ
ータ転送速度も識別してよいか、あるいは代替策では前述されたように順方向リンク品質
の基準を示してよい。メッセージはブロック５３０で基地局に送信され、前述されたウォ
ルシュカバリング技法を使用して特にその基地局に向けることができる。基地局はメッセ
ージを受信し、ブロック５４０、次に使用可能なタイムスロットで移動局に送信する。基
地局が、移動局の環境が変化する場合にモバイルからのＤＲＣメッセージを監視し続ける
可能性があることに注意する。
【００７６】
　決定ブロック５１０で、最大Ｃ／Ｉが閾値を上回らない場合には、順方向リンクソフト
ハンドオフがそのＣ／Ｉ閾値を達成することを必要とされる。ブロック５５０では、結合
された送達済みＣ／Ｉが最小閾値を上回る１つまたは複数の追加基地局が識別される。ア
クティブセット基地局が受信されたＣ／Ｉ減少順序で並べられる場合、１つの方法は、閾
値が達成されるまで連続して追加された基地局の結合されたＣ／Ｉを試験するプロセスで
ある。多様な他の方法が考慮することができ、本発明の範囲内にある。
【００７７】
　ブロック５６０では、関連する基地局を含むソフトハンドオフについてのＤＲＣメッセ
ージが作成される。ブロック５７０では、メッセージは基地局コントローラに１つまたは
複数の基地局を介して送達される。ブロック５８０では、基地局コントローラが、次に使
用可能なタイムスロットでのモバイルへの伝送のために、ソフトハンドオフで順方向リン
クをセットアップする。
【００７８】
　前述されたすべての実施形態において、方法ステップは、本発明の範囲を逸脱すること
なく交換できることに注意する必要がある。
【００７９】
　当業者は、情報及び信号が多岐に渡る様々な技術及び技法のいずれかを使用して表現さ
れてよいことを理解するだろう。例えば、前記説明を通して参照されてよいデータ、命令
、コマンド、情報、信号、ビット、記号及びチップは、電圧、電流、電磁波、磁場または
磁性粒子、光学場または光学粒子、またはその任意の組み合わせによって表現されてよい
。
【００８０】
　当業者は、さらに、ここに開示されている実施形態に関連して説明された多様な例示的
な論理ブロック、モジュール、回路及びアルゴリズムステップが、電子ハードウェア、コ
ンピュータソフトウェア、または両方の組み合わせとして実現されてよいことを理解する
だろう。ハードウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に説明するために、多様な例示
的な構成要素、ブロック、モジュール、回路及びステップが、一般的にそれらの機能とい
う点で前述されている。このような機能性がハードウェアとして実現されるのか、あるい
はソフトウェアとして実現されるのかは、特定の用途及び全体的なシステムに課される設
計制約に依存する。当業者は、それぞれの特定の用途のために変化する方法で説明された
機能性を実現してよいが、このような実現の決定は、本発明の範囲からの逸脱を引き起こ
すと解釈されるべきではない。
【００８１】
　ここに開示されている実施形態に関連して説明された多様な例示的な論理ブロック、モ
ジュール及び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または
他のプログラマブルロジックデバイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハード
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組み合わせをもって実現または実行されてよい。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサ
であってよいが、代替策ではプロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マ
イクロコントローラまたは状態機械であってよい。プロセッサは、例えばＤＳＰとマイク
ロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連動する１台また
は複数台のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のこのような構成など計算装置の組み
合わせとして実現されてもよい。
【００８２】
　ここに開示された実施形態に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップは
、ハードウェア内、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュール内、あるいは
２つの組み合わせの中で直接的に具体化されてよい。ソフトウェアモジュールはＲＡＭメ
モリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジ
スタ、ハードディスク、取り外し可能ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、または技術で既知である
任意の他の形式の記憶媒体に常駐してよい。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体
から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサに結合さ
れる。代替策では、記憶媒体はプロセッサに一体化してよい。プロセッサ及び記憶媒体は
ＡＳＩＣに常駐してよい。ＡＳＩＣはユーザ端末に常駐してよい。代替策では、プロセッ
サ及び記憶媒体はユーザ端末内に別々の構成要素として常駐してよい。
【００８３】
　開示された実施形態の過去の説明は、当業者が本発明を製造するまたは使用することが
できるようにするために提供される。これらの実施形態に対する多様な修正は、当業者に
容易に明らかになり、ここに定義される一般的な原則は、本発明の精神または範囲から逸
脱することなく他の実施形態に適用されてよい。したがって、本発明はここに示されてい
る実施形態に制限されるのではなく、ここに説明される原則及び新規特徴と一貫する最も
幅広い範囲を与えられることを目的とする。
【図面の簡単な説明】
【００８４】
【図１】例示的なデータ通信システムを表す。
【図２】例示的なデータ通信システムの基本的なサブシステムを描くブロック図である。
【図３】１つまたは複数の基地局をアクティブセットに追加するためのステップを描くフ
ロー図である。
【図４】１つまたは複数の基地局をアクティブセットから削除するためのステップを描く
フロー図である。
【図５】例示的な実施形態で複数のハンドオフ基準を利用するためのステップを描くフロ
ー図である。
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